
 

                                                     

○日 時 令和６年 10 月 10 日（木） 13 時 30 分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟 2 階 特別応接室 

○会見者 山下一也 理事長・学長 

○会見項目 

 

【３キャンパス】 

・「みんなの知らない働くオトナのリアル」県西部就職イベントについて 

…………………〔資料 1〕 

 

【浜田キャンパス】 

・平岡都さん記念花壇「Garden of Hope」花苗の植替え 

…………………〔資料 2〕 

 

【出雲キャンパス】 

・益田市との共同研究事業「萩・石見空港を利用した Universal MaaS の推進」によ

る旅行プランの試行的実施について 

…………………〔資料 3〕 

 

【松江キャンパス】 

・「第 63 回飛鳥祭」について 

…………………〔資料 4〕 

 

○資料提供 

項目 

 

【３キャンパス】 

・「しまね大交流会 2024」について 

…………………〔資料 5〕 

【松江キャンパス】 

・学生（カメリアダンサーズ）がおおだ教育フェスタ in さんべ祭で「石見銀山捲上げ

節」を披露！ 

…………………〔資料 6〕 

 

〇行事予定 ・10 月 13 日（日）、14 日（月・祝） 浜田キャンパス 海遊祭 

〇その他  

 

※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整課 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例会見は 令和６年 11 月 14 日（木）13 時 30 分 から開催予定です。 

定例会見資料 

 



みんなの知らない働くオトナのリアル運営事務局［受託者：合同会社NEW WORK STYLE］
TEL.080-3052-3386　mail:event.shimane2024@gmail.comお問合せ先

主催：島根県・島根県立大学

参加者には
デジタルギフト

500円分
もれなくプレゼント！

01

スーツの着用
必要なし！

普段の服装で参加できます。

02

スマートフォンのみ。
それ以外は

何も必要ありません。

03
10回転全部交流できた方には
コンプリート賞として

ハズレなしの
抽選プレゼント！

04 抽選企画あり準備物服装自由参加特典あり

気軽に参加できちゃう4つのPOINT

社会人と10分ずつ交流！
オトナのブースを訪問して10分間×10回の交流を行います。
「企業」ではなく「個人」としてリアルな想いや経験を届けます。

50人のオトナが前後半25人ずつ参加！
たくさんの業種・職種から個性豊かな50人が集結。
みんなの知らない「働くオトナのリアル」を一挙に知ることができます！

気楽にブースを選べる便利ツールあり！
二次元コードをスマホでスキャンするとオススメブースが表示されるマッチング機能を使ってブースを訪問！

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
？

15：00-18：00（受付14：40- ）

対象：学部1年生-3年生

         

島根県立大学

浜田キャンパス

コンベンションホール

11.1
3２

０
２
４

水

応募

締切

お申
し込

みは

二次
元コ

ード
から

島根
県立

大学
以外

の学
生も

参加
OK

！

11.12
火

定員

100名

※事前申込が必要です。
　定員がありますので申し込みはお早めに！

届け、私たちの想い ――

50 通りの人生ドラマに出会おう

社会人50人と出会える

県大史上最大級の交流イベント

参加満足度

98.5%
（昨年度実施時）

前半の部 15:00-16:25　後半の部 16:35-18:00

島根県委託事業
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平岡都さん記念花壇「Garden of Hope」花苗の植替え 

 

■行事予定 

・行事名  平岡都さん記念花壇「Garden of Hope」花苗の植替え 

・開催日  10 月 25 日（金）  

・開催時間 12：45～13：15 

・会場   コミュニティプラザ内の花壇「Garden of Hope」 

 

以下、関連行事 

・行事名 はまだ灯 2024 

（主催：島根県立大学防犯サークル SCOT 

共催：浜田市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進協議会） 

・開催日 10 月 26日（土）17：00～ 

・会場 学生会館 

 

 

令和 6年 10 月 10 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：総務課 

電話：0855-24-2200 
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 目的は、萩・石見空港を利用して、傷病者が安心して旅行を楽しめる旅行商品の提案をす

ることです。効果としては、1.＜医療的ケアのある人へのバリアフリー観光の推進＞2.＜地

域経済の活性化＞を目指したいと考えております。背景には、難病などの在宅療養者は、交

通手段が限られることなどを懸念して、安心して旅行に出かけることが困難な状況にあり

ます。そこで、本プロジェクトに取り組むことにしました。MaaS（マース）とは、飛行機の

みならずさまざまな交通手段（電車、バス、タクシーなど）による移動を一つのサービスと

して捉え、ルート検索から支払いまでを交通事業者の垣根を超えて、切れ目なくつなぐとい

うことを意味します。Universal MaaS（ユニバーサルマース)は、障がいのある方や高齢者、

訪日外国人など、何らかの理由により移動にためらいのある方々に注目し、スムーズで快適

な移動を目指した取り組みをいいます。 

 

 

 2024 年 10 月 18日（金）～20 日（日）に開催します。 

 10 月 18 日（金） 萩・石見空港 着 10：15  

 益田市、津和野町、浜田市で観光をします。 

 10 月 20 日（日） 萩・石見空港 発 10：55 

  

 

益田市：萩・石見空港、さんさん牧場、益田温泉、海岸、高津川 

津和野町：安野光雅美術館、津和野・殿町通り 

浜田市：三宮神社、足王神社、神楽ショップくわの木、島根県立しまね海洋館アクアス 

 

 

島根県立大学看護栄養学部看護学科 田原啓子、安部史子、看護学生 5名 

益田市政策企画局連携のまちづくり推進課、産業経済部観光交流課空港対策室 

浜田市産業経済部観光交流課 

  

令和 6 年 10 月 10 日 

島根県立大学出雲キャンパス 

担当：看護栄養学部看護学科 田原 

電話：0853-20-0364 
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内容は、１）医療連携体制の整備、２）ヘルスツーリズム、３）バリアフリー観光、 

４）地元文化体験、５）看護学生ボランティア、６）報告会があります。 

１）医療連携体制の整備としては、キャンナスの利用（別紙２）で、看護師同行の観光

を実現しました。それによって、益田市内・浜田市内の医療機関の連携と看護師が

同行することで、医療機関から宿泊施設、観光地までを結ぶ医療サポート体制を構

築しました。 

２）ヘルスツーリズムとしては、益田温泉への入浴、自然散策、動物との触れ合いやエ

サやり体験など、リラクゼーション、健康増進に繋がる活動を組み込んだ観光コー

ス（津和野、益田、浜田プラン）を提案しました。 

３）バリアフリー観光としては、車いすユーザーと介護者が、飛行機、介護タクシーで

の交通手段の整備と、観光地のバリアフリー状況の提案として、安全な段差の少な

い観光プランを構築しました。神社での神楽鑑賞は、神社の段差に対して安全・安

楽に移動できる工夫も検討しました。 

４）地元文化体験としては、石見神楽の夜神楽見物や地元食材にこだわった料理を提案

しました。一方では、さんさん牧場のご協力で、益田競馬場で活躍していた馬たち

との触れ合いをしていただけるプログラムも開拓しました。 

５）看護学生が参加することで、車いすユーザーや介護者は看護教育に貢献できると学

生との交流を楽しみにしていらっしゃいます。一方、看護学生にとっては、介護タ

クシーなどの移動の時間でのコミュニケーションおよび障がい者サポートを行うこ

とで、患者理解や看護技術の獲得が可能になると考えられます。 

 

 

・車いすユーザー（取材承諾済み）、介護者、キャンナス（看護師）、看護学生、大学教員 

 

 

益田市の観光交流課空港対策室、健康増進課、障がい者福祉課、観光協会など、浜田市の

観光企画課、浜田市商工会議所など地元の観光・福祉・介護や福祉関連施設などと協力して、

現地に赴き、段差や移動手段の検討などを行い、安全・安楽に旅行が実施できるように計画

を進めていきました。島根の強みを生かした旅行プランを企画しています。 

東京では体験できない経験を看護師と看護師を志す学生とで旅をサポートすることがで

きます。病気を抱えていても安全で安心した旅行を実現できるようになる足掛かりになり

ます。 



        

島根県立大学 出雲キャンパス 

萩・石見空港を利用した Universal MaaS の推進  旅行日程表 

行き先 島根県 益田市・浜田市 

期 間 令和 6 年 10 月 18 日(金) ～ 10 月 20 日(日) 

日 付 スケジュール 宿泊先 食事 

1 10 月 18 日 

(金) 

羽田空港 ━(ANA725)➔ 萩・石見空港 ━(福祉車両)➔昼食：沙羅の木 ━(徒歩)（見学)安野美術

館➔  (観光)津和野市内散策 ━(福祉車両)  ➔ (体験)さんさん牧場  ━(福祉車両)➔ 

 (ホテル)チェックイン ➔ 海岸ドライブ ➔ (夕食) レストラン ボンヌママン ノブ ━(福祉 

車両)➔ ホテル 

 

MASCOS HOTEL 

 

－ 

 

〇 

 

〇 

2 10 月 19 日 

(土) 

(朝食)ホテルビュッフェ ━ チェックアウト ━(福祉車両)➔  

(体験・昼食)島根県立しまね海洋館アクアス ━(福祉車両)➔ (見学)神楽ショップくわの木 ━ 

(福祉車両)➔ (ホテル)チェックイン・休憩 ━(福祉車両)➔ (夕食)ホテル松尾 ━(福祉車両)➔  

(参拝)足王神社・(鑑賞)石見神楽(三宮神社)20～21 時 ━(福祉車両)➔ ホテル 

 

 

 

ルートイン浜田駅前 

ホテル松尾 

〇 〇 〇 

8:40 10:15 11:15 

20:45 

15:30 

17:15 

17:00  

8:30 

9:45 14:40 

 

 

13：00 13:30 

18:45 

19:00 21:15 21:30 

20:30 

12:00 

14:40 

17:00 

 

15:00 16:50 

 

18:00 
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島根県立大学 出雲キャンパス 

3 10 月 20 日 

(日) 

(朝食)ビュッフェ ━ チェックアウト ━(福祉車両)➔ 萩・石見空港  ━(ANA726)➔ 羽田空港  〇 － － 

 

メモ 

 

 

 

7:30 10:55 8:30 12:25 
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第 63 回飛鳥祭の開催について 

 

１．日時 

令和 6年 11 月 9 日（土）10：00～18：00 

10 日（日） 9：30～18：00 

２．会場 

島根県立大学・島根県立大学短期大学部 松江キャンパス 

（松江市浜乃木 7丁目 24-2） 

 

３．主催 

飛鳥祭実行委員会 

 

４．テーマ 

「笑嬉愛逢（わきあいあい）」 

来場されるお客様の笑顔や喜びが溢れ、その中で素敵な出逢いや愛を深めていけるように、

そして「笑嬉愛逢」と賑わう飛鳥祭となることを願って、このテーマに決定しました。 

 

５．内容 

 Special お笑い Live 

ゲスト：サンシャイン池崎、ぱーてぃーちゃん 

 主催企画 

脱出ゲーム、お化け屋敷、インスタ映えスポット、スタンプラリー 

 模擬店、展示、有志ステージ 

 外部出展 

制服着用＆警察車両乗車体験、鑑識捜査体験（協力：島根県警察本部）、 

VR どじょうすくい（協力：株式会社トルクス）、飲食キッチンカー 

 高校生等ステージ 

開星中学・高校チアリーディング部、皆美が丘女子高校ダンス部、松江商業高校吹奏楽部 

 同時開催：なでしこひろば、絵本ビブリオバトル 

 

６．その他 

地域を盛り上げる大学祭となるよう、張り切って準備を進めています。皆様のご来場をお待

ちしております。 

※天候等によっては、内容を変更する可能性があります。変更が生じた場合は、大学ホーム

ページでお知らせいたします。 

令和 6年 10 月 10 日  

島根県立大学 松江キャンパス  

担当：学務課／部田 中希 

電話：0852-20-0251 

資料 4 



第63回

10:00-18:00

飛鳥祭の情報を
  チェック！

11

9:30-18:00

島
根
県
立
大
学

島
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県
立
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短
期
大
学
部
　
松
江
キ
ャ
ン
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ス

松
江
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木
7
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ー
2

11月10日日 体育館にて開催

※撮影禁止 ※譲渡禁止 ※飲食禁止(ペットボトル可)

自由席・立見/整理番号順入場
開場 12:30ｰ13:30　公演時間 13:30ｰ14:30

無料 整理券制 2024

体育館

駐車場 車両
出口

正門車両入口

松江総合運動公園

本部

松
江
商
業
高
校

ス
テ
ー
ジ

受
付

島根県警
●鑑識体験・制服での写真撮影体験(両日)

(株)トルクス
●VRどじょうすくい体験(9日のみ)

●脱出ゲーム(9日のみ)

●お化け屋敷(10日のみ)

●スタンプラリー
●インスタ映えスポット

ｰ

飛
鳥
祭
企
画ｰ

ｰ

企
業
出
店ｰ

駐
車
場
案
内
図

サンシャイン池崎、
ぱーてぃーちゃん

整
理
券
配
布

11月10日（日）当日9：35～
本部受付テントにて配布
●無くなり次第、配布終了
●おひとり様1枚

Guest
ゲスト

Event
イベント

Stage
ステージ

9土

10日

10日
AM 開星高校　チアリーディング部

皆美が丘高校　ダンス部

松江商業高校　吹奏楽部

10日
AM

10日
PM



参加無料
服装自由

未来を創る人
たちのめぐり

逢い

140以上の
企業・団体・

大学が

出展!!!!

●11：15－
 学生受付開

始　●12：0
0－12：45 

ジョブカフェ
セミナー

●13：00－
16：10 大交

流会

13：00-13：
15 オープニ

ング　13：1
5-15：55 プ

ロフェッショ
ナルセミナー

15：55-16：
10 クロージ

ング

11.2 11:15-16:102024

SAT
くにびきメ

ッセ

大学生・短期大学生高専生・大学院生・専修学校生・高校生・教職員・保護者

対象者

しまね大交流会2024

しまね
大交流会2024
特設ページ

10:30-12:3
0

（10:00 学
生受付開始

・多目的ホー
ル）

高校生向けイベ
ント

11:00-11:50

（10:30 高
校生受付開

始・小ホール
）

情報はコチラから
発信します!

CHECK

主催／

共催／島根大学・島根県立大学・島根県立大学短期大学部・松江工業高等専門学校・島根県商工会議所連合会・島根県商工会連合会・島根
県中小企業団体中央会・島根県経営者協会・島根経済同友会・島根県中小企業家同友会・島根県・島根県教育委員会・ふるさと島根定
住財団

協賛／中海圏域就業支援連携事業推進協議会（松江市・米子市・安来市・境港市）
後援／島根県市長会・島根県町村会・島根労働局・しまね産業振興財団・山陰合同銀行・山陰中央新報社・島根日日新聞社・TSKさんいん中央

テレビ・NHK松江放送局・山陰ケーブルビジョン・島根職業能力開発短期大学校・中国財務局松江財務事務所／順不同

11.2

第10回
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「しまね大交
流会」は、山陰

・島根で活躍
する企業・自

治体・高等教
育機関等がブ

ース出展し、
参加者と交流

する

県内最大級の
交流イベント

です。今回も
昨年に続き、

対面式でのリ
アル開催です

。同じ時間・空
間を共有し新

た

な発見や思い
がけない出会

いを体験して
下さい。自分

の夢やキャリ
アを山陰・島

根で実現でき
るヒントがそ

こ

にあります。

TEL.0852-32-9814　　
　 lscrc@riko.shimane-u.ac.jp

しまね大交流会実行委員会事務局
(島根大学地域未来協創本部内)

各イベントのお申し込みは、
下記の検索サイトか、2次元コードから事前にお申し込みください。

■島大・県大（松江キャンパス、浜田キャンパス）・県短・松江高専から会場までの連絡バスを運行します。
■高校等で、学校単位で参加される場合は一括申込を承ります。問合せ先までご連絡ください。
■障がい等により配慮の必要な方は、問合せ先までご連絡ください。

しまね大交流会2024

参加申込

大学生・短期
大学生・高専

生・大学院生
・

専修学校生・
高校生・教職

員・保護者

参加無料
服装自由

対象者

11：15
学生受付開始

松江道路

島根大学
文

至鹿島町

至島根町

松江城

島根県庁
●

島根県警察本部
●

●松江市役所

県立美術館●

松江署●

宍道湖

松江医療
センター

●
松江地方
合同庁舎

●
TSK

●松江市
　消防本部総合体育館

●

●イオン

◦まるごう

●プラバホール

桧山
トンネル

◦松江合同庁舎

だ
ん
だ
ん
道
路

内陸
工業団地

楽山公園

松江工業高校
文

ＪＲ松江駅

ＪＲ乃木駅

松江
JCT

松江東
IC

松江
中央
IC

川津IC

西尾IC

9
9

9

432

431

431

261

260

37

21

21

くにびきメッセ★
P

P

くにびきメッセ

山陰自動車道
松江中央ランプから車で5分

JR松江駅から徒歩7分

JR松江駅からバスで3分
｢松江駅･メッセ方面」行き
｢くにびきメッセ前」下車 

〒690-0826
島根県松江市学園南1-2-1 

12：00-12：45
ジョブカフェセミナー

13：00-13：15
オープニング

13：15-15：55
プロフェッショナルセミナー

15：55-16：10
クロージング

time schedule

お問合先
県内大学と山陰・島根の企業を、
一度に知ることができるチャンスです。
県内で働くかっこいい大人と対話して、
探究活動のタネを見つけたり、自分の将来について
考えるきっかけにしてみませんか？

高校生へ

山陰・島根の企業、
そしてそこでいきいき働く方と
出会えるチャンスです。
山陰・島根で働く魅力や面白さ、
自分の夢やキャリアを
実現するヒントが見つかります。

大学生、高専生、短大
生へ

11:00-11:50  高校生向けイベント
（10:30 高校生受付開始・小ホール）

島根県内の企業で活躍する若手社員の皆さんが、“働く” に関する高校生の疑問に答えてくれます。普
段の仕事の内容ややりがいなど、将来、自分が働くイメージを持つ機会にしてみませんか？

就職活動期の学生に対して、会社説明と面接練習を行うことによって、
自社の魅力・学生の魅力をお互いに引き出しあう自己啓発活動を行います。

10:30-12:30
（10:00 学生受付開始・多目的ホール）

クイズ形式でしまねの暮
らしの魅力を再確認！そ
の上で、自分の興味分野
を整理するワークを行い、
当日訪問するブースを具
体化させます。自分の興
味がどう仕事につながる
のか確認しましょう！

申し込みはこちら 高校生の
申し込みはこちら

https://www.ocans.jp/shimane-u?fid=g2k82iAq https://forms.gle/BSwWmJ2xjAdpWjvd9



 

 

 
 

松江キャンパスの学生「カメリアダンサーズ」 

「石見銀山捲上げ節」をおおだ教育フェスタ in さんべ祭(10/20)で披露！ 
 

松江キャンパスの人間文化学部保育教育学科、短期大学部保育学科の学生 8名が、梶谷朱美

教授とともに 10 月 20 日（日）に国立三瓶青少年交流の家で開催される「おおだ教育フェスタ

in さんべ祭」において、「石見銀山捲上げ節」を披露します。経緯は次のとおりです。 

 

○昨年（令和５年度）、県内の民踊の記録保存に取組んでいる梶谷教授は大田市大森町に伝承され

ている「石見銀山捲上げ節」の唄と踊りの資料収集を進め、パンフレットや DVD にまとめると同

時に YouTube においても発信した。 

○「石見銀山捲上げ節」は、今年度、（公社）日本フォークダンス連盟の「ふる里の民踊」8 選に選

ばれ、梶谷教授は 6 月に開催された第 64 回全国日本民踊講習会で 500 名の愛好者に講習し、8

月にはキングレコードから CD と DVD が発売された。 

○7 月に本学松江キャンパスで開催された島根県レクリエーション祭「フォークダンス大会」にお

いて基礎科目「健康スポーツⅠ」を受講する 4 学科の 1 年生が参加し、梶谷教授はこの踊りの伝

承、普及を目的に一般の市民と学生に石見銀山捲上げ節を指導した。 

○山下学長が 9 月 8 日付け山陰中央新報のコラム「談論風発」で石見銀山捲上げ節が高齢者の介護

予防と健康寿命の伸長に寄与すると述べる。 

 

以上のような経緯から、大田市教育委員会・大田高校・邇摩高校と本学との 4 者協定を踏ま

え、大田市教育委員会からの要請を受けて、7月のフォークダンス大会に参加した石見銀山捲

上げ節を踊ることのできる学生を募り、このたび「カメリアダンサーズ」の名称で参加するこ

ととなりました。今回のカメリアダンサーズは、幼稚園、保育所、小学校の先生を目指してい

る学生たちです。 

島根県内の唄や踊りに関心をもち、地域に古くから伝承している唄や踊りを子どもたちへ

伝えてほしい、そして地元の皆さんに学生の踊る姿をみていただき、元気や勇気を与えられた

ら、という願いとともに、このほど石見銀山捲上げ節を披露します。また、教育フェスタでは

大田市の皆さんと踊りを通して交流もします。 

 

 

●カメリアダンサーズによる「石見銀山捲上げ節」披露● 

日程：令和 6年 10月 20 日（日） 

場所：国立三瓶青少年交流の家 

① 「さんべ祭」11：00～11：20（会場：屋外ステージ） 

② 「おおだ教育フェスタ」13：30～14：00（会場：文武伝承館） 

 ※文武伝承館では来場者と一緒に踊りを通して交流もします。 

 

令和６年 10 月 10 日 

島根県立大学短期大学部 

担当：保育学科 梶谷 

TEL：0852-26-5525 

資料 6 
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発
行
（
昭
和
六
十
一
年
三
月
）

 「
島
根
県
の
民
謡 

民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
」
百
二
十
二
ペ
ー
ジ

・
公
益
社
団
法
人 

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
編
集 「
ふ
る
里
の
民
踊
Ⅳ
」

i w a m i  g i n z a n  m a k i a g e b u s h i
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せ　ん　　　の　　　　　 ー　ー　や　ま　か　　　　ら ー よ　 ー　　　 　ー  ー  ー

た　に 　そ　 　こ　　  　　み     　ー  ー  れ 　　ば　ー　　 　よ
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こ    え       が      ー   す    る      　よ       　　 ア　スッチョイ スッチョイ

監修・発行者 梶谷 朱美（島根県立大学短期大学部）   島根県フォークダンス連盟（会長：出構 弘美）

動画撮影・編集者 奥野 愛子　多久和 淑子

石見銀山捲上げ節
動画収録出演者
（順不同・敬称略）

恒松 幸子・川北 順子・川上 恵子・今出 眞賀子・此下 千鶴子・中川 英子
向野 美保子・金森 幸子・牧野 千津子・中村 朋子・森山 和子・吉田 美穂子
吉田 彩乃・有馬 美代子・寺脇 茂子 （15名）
(収録会場：大田市大森町 町並み交流センター　収録日：令和５年７月31日（月）)

ご協力いただいた関係機関
大田市教育委員会 ／ 石見銀山資料館 ／ 大田市大森町 町並み交流センター
島根県市町村総合事務組合 ／ 公益社団法人 島根県観光連盟（写真提供）
島根県立大学・島根県立大学短期大学部サテライトキャンパス　石見銀山まちを楽しくするライブラリー 

ナレーション・踊りの解説 梶谷 朱美（島根県立大学短期大学部） 　多久和 淑子

音楽・唄 唄：河村 桜歳（福久）大田市大森町　制作：音楽工房おーく
「石見銀山大盛の歌 三夜節」「銀掘り歌」「捲き上げ節」



Part2

石見銀山捲上げ節の記録・保存に向けて
戦国時代から銀が採掘されていた「石見銀山」は、昭和18年

（1943）の大洪水により閉山し、400年の幕を閉じます。
その後、石見銀山は昭和44年（1969）４月に国の史跡指定を
受けます。その際に由緒ある坑内唄を史跡とともに後世に残すた
めに踊りの振付が新たに考案されました。それが、「石見銀山捲
上げ節」の原形です。
この踊りは、公益社団法人日本フォークダンス連盟「ふる里の
民踊」に島根県で初めて認定された価値ある踊りです。しかし、
近年は、音源や動画が確認されず、これまで伝承された踊りが
途絶える危機に直面していました。
そこで、世界遺産である石見銀山に伝承されている労作唄と踊
りを記録保存し、後世に伝えたいと考え「石見銀山捲上げ節」
の復活に着手しました。　
令和５年（2023）７月、地元大森町の有志の皆さん、30歳代
の若い世代から最高齢97歳まで15名の皆さんにご協力いただき
伝承されてきた踊りを収録しました。そして、このパンフレットや
DVD等を製作しました。
この活動をきっかけとして、地元大田市の皆さまをはじめ、未
来を担う子どもたちにも踊っていただき、石見銀山の歴史と文化
を感じながら、ふるさと大田市に誇りと愛着をもっていただけたら
幸いです。
　　令和５年10月 吉日

島根県立大学短期大学部長　梶谷 朱美
（保育学科教授・ダンス教育学）

歴
史
と
背
景

16
世
紀
、
石
見
銀
山
は
、
世
界
か
ら
熱
い
視
線
が
注
が
れ
、
世
界
を
動
か

し
ま
し
た
！

高
品
質
で
大
量
に
採
掘
で
き
る
銀
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
交
易
を
支
え
、
東
洋
と
西
洋
の
経
済
や
文
化
の
交
流
を
促
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
も
！！

平
成
19
年
（
2
0
0
7
）
7
月
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
石

見
銀
山
は
、
龍
源
寺
間
歩
等
の
銀
鉱
山
跡
や
大
森
町
の
街
並
み
等
が
整
備
さ

れ
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
町
に
魅
か
れ
た
若
い
世

代
の
移
住
が
進
み
、
大
森
町
は
活
気
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
子
育
て
の
し
や

す
い
町
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
5
年
（
2
0
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3
）
に
は
、
小
説
家
、

千
早
茜
さ
ん
が
石
見
銀
山
を
舞
台
に
し
た
歴
史
小
説

「
し
ろ
が
ね
の
葉
」
で
第
1
6
8
回
直
木
賞
を
受
賞
し
、

地
元
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

唄
と
踊
り
の
由
来

石
見
銀
山
で
は
、
作
業
の
効
率
を
あ
げ
る
た
め
に
坑
内
唄
、
い
わ
ゆ

る
労
作
唄
を
歌
い
ま
し
た
。
今
で
も
残
っ
て
い
る
坑
内
唄
は
、
か
ね
ほ
り

銀
堀
唄

と
捲
上
げ
節
の
二
つ
だ
け
で
す
。
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
唄
は
、
明

治
20
年
（
1
8
8
7
）
以
降
、
藤
田
組
に
よ
り
操
業
さ
れ
た
「
佐
藤
つ
る鉉
」

と
呼
ば
れ
る
鉱
脈
の
う
ち
35
番
坑
か
ら
生
ま
れ
た
捲
上
げ
節
で
す
。

捲
上
げ
は
、
鉱
石
の
入
っ
た
タ
ゴ
を
さ
も
と

立
坑
の
底
か
ら
巻
き
上
げ
る
作

業
の
こ
と
で
す
。
若
い
娘
た
ち
4
人
が
、
地
下
3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
立

坑
の
座
元
（
地
底
）
か
ら
鉱
石
の
入
っ
た
重
い
タ
ゴ
を
ロ
ー
プ
で
巻
き

上
げ
ま
し
た
。
絣
の
筒
袖
の
着
物
に
、
赤
い
腰
巻
、
首
に
は
豆
絞
り
の

白
い
手
拭
い
、
足
に
は
脚
絆
と
藁
の
あ
し
な
か

足
半
と
い
う
い
で
た
ち
で
し
た
。

手
を
休
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
労
働
で
、
捲
上
げ
節
を
歌
い
な
が
ら

力
を
合
わ
せ
て
懸
命
に
作
業
を
行
う
娘
た
ち
の

こ
と
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

「
ス
ッ
チ
ョ
イ
、
ス
ッ
チ
ョ
イ
」
と
い
う
ハ

ヤ
シ
言
葉
は
滑
車
ロ
ー
プ
の
き
し
む
音
を
表
し

て
い
ま
す
。

石
見
銀
山
に
生
き
た
女
性
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
唄
と
踊
り
で
す
。
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